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まえがき 

この JIS C 5910-1 の追補 1 は，産業標準化法に基づき，経済産業大臣が JIS C 5910-1:2019 を改正した

内容だけを示すものである。JIS C 5910-1:2019 は，この追補 1 の内容の改正がされ，JIS C 5910-1:0000
となる。 
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日本産業規格（案）       JIS 
 C 5910-1：0000 
 

波長選択性のない光ブランチングデバイス− 
第 1 部：通則 
（追補 1） 

Non-wavelength-selective fiber optic branching devices− 
Part 1: Generic specification 

（Amendment 1） 
 

JIS C 5910-1:2019 を，次のように改正する。 

 

附属書 A（溶融延伸形光ブランチングデバイスの技術例）を，次の内容に置き換える。 

 

附属書 A 
（参考） 

波長選択性のない光ブランチングデバイスの技術例 

 

波長選択性のない光ブランチデバイスは，通常，次の二つの光学技術に基づいている。 

第 1 の技術例として，溶融延伸技術を図 A.1 に示す。溶融延伸技術を用いた光ブランチングデバイスは，

2 本の光ファイバを近接させ，バーナなどによって溶融し，作製する。エバネセント効果によって，光ブ

ランチングデバイスの機能を実現する。 

第 2 の技術例は，図 A.2 に示す平面光波回路（Planar Lightwave Circuit：PLC）技術で，主に 1(2)×N（N=4
～128）のカプラ（スプリッタ）に使用される。PLC 技術を用いた光ブランチングデバイスは，図 A.2 に示

す PLC チップと PLC チップとの端面に接着剤によって接続された光ファイバで構成される。PLC チップ

の典型的な製造方法を，附属書 B に示す。 
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図 A.1－溶融延伸技術 

 

 
図 A.2－PLC 型光ブランチングデバイス技術 




